
2月14日(水)に第6回中央執行委員会を、2月17日(金)に第1回
書記長・事務局長会議を開催し、航空連合2023春闘方針について、
至近の情勢等をふまえた現在の取り組み状況の確認と、方針の
補強を行いました。参加者からは、「経営層とは環境認識や賃上
げに取り組む必要性について、一定程度認識が一致している」
「確実に『未来創造』、『意識の転換点』にするためにも、要求
水準の意義について組織内で丁寧に説明し、結集したい」という
声があげられ、航空連合一丸となって、産業の「転換点」となる
2023春闘を推し進めていくことを改めて確認しました。
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2023春闘 第6弾

●航空連合2023春闘方針（抜粋）●
〇 働き方・生産体制について、必要な人員数を把握し、自動化

や働き方の見直し、人材育成のあり方などを労使で検討する。
〇 ベースアップを軸として6,000円以上を目標に、月例賃金

改善の要求を行う。
〇 一時金・賞与は、「生活の早期安心」にむけて、3月月内
決着にこだわり、各社における安定水準の確保をめざす。
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